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　歌語の怪
　―「鱸 ( すずき ) 釣る」から「薄 ( すすき ) 散る」へ
  教授 赤 瀬 知 子
（国文学 和歌文学 )
　中世の連歌師、宗祇に『浅茅』という連歌
学書がある。その後半部、いわゆる名所部の
種本が、西尾市岩瀬文庫所蔵の『名所和歌抄
出』に近い名所歌集ではないかと指摘したこ
とがある。『名所和歌抄出』は近世初期頃の
書写だが、成立は 14 世紀ごろかと推測され、
近年、『西尾市岩瀬文庫蔵　名所和歌抄出』( 文
栄堂、2016・3) として翻刻を上梓した。名
所、歌枕についての和歌や寄合語を集成した
歌集で、連歌の創作に利用されたようだ。『名
所和歌抄出』に次のような記述がある。
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　注目されるのは「す
万三
すきちる」で、これは
「( 植物の ) 薄の穂がほうけて飛散する」意と
解される。なお、その右肩に「万三」という
集付があり、『万葉集』巻三に出典をもつこ
とがわかる。『万葉集』252 をみると、
　　荒たへの藤江の浦にすずき釣る海人とか　　　　　　　　　　　　　
　　見らむ旅行くわれを
　　　一本に云く、「白たへの藤江の浦にい　　　　　　　　 
           ざりする」といふ。
  柿本人麻呂の詠んだ羈旅 ( 旅 ) の歌で、歌
意は、( 荒たへの ) 藤江の浦でスズキを釣る
海人と見はしないだろうか、旅行く私を。す
なわち、問題の箇所を『万葉集』は「鱸 ( す
ずき ) 釣る」と記しており、それが、中世の
『名所和歌抄出』になると「薄 ( すすき ) 散る」
に変化した、あるいは、「薄 ( すすき ) 散る」
が派生した、ということらしい。ただし、校
本万葉集や中古・中世の万葉集注釈書などを
見ても、「薄 ( すすき ) 散る」という本文は
見当たらないようである。つまり、「薄 ( す
すき ) 散る」という表現が『万葉集』の本文
として確立していたかどうかは、未詳である。
　「鱸 ( すずき )」は全長 1 メートルに達する
海産魚。成長につれて名前の変わる出世魚で、
『平家物語』の「( 平清盛が ) 伊勢の海より船
にて熊野へ参られけるに、おほきなる鱸の、
船に躍り入たりけるを」は、平家一門の繁栄
の予兆を表す描写として有名である。しかし、
『万葉集』252 の「すずき釣る」という表現
には特に祝意はうかがわれず、単に大きな魚
を釣る意であるらしい。
　そこで、「すずき釣る」と「すすき散る」
の二つの表現について、奈良時代から室町初
期ごろまで、宗祇の活躍し始めるころまでの
歌集を対象にして、新編国歌大観によって用
例の数を比較すると、次のような結果になる。
◎すずき釣る…34 例 
　早い用例は、『万葉集』の例の「すずき釣る」
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の歌、遅い用例は 14 世紀初めの次の歌であ
る。
・玉葉和歌集　暮るるまにすずきつるらし夕
塩のひがたのうらにあまの袖みゆ
この歌の「すずきつる」にも祝意はうかがえ
ないようである。
◎すすき散る…6 例            
　最古の用例は、鎌倉初期の次の歌である。
・土御門院御百首　すすきちる秋の野風のい
かならんよるなく虫の声のさびしき
数からみても室町初期頃まで、「すずき釣る」
が圧倒的に多かったことが伺える。その際、
重要なのは「すすき散る」が「すずき釣る」
を駆逐したわけではなく、両者が中世におい
て共存していたと考えられることである。
  ちなみに、宗祇による『万葉集』の注釈書『万
葉抄』には、例の「すずき釣る」の歌が次の
ように記されている。
　　白妙の藤江の浦にいざりするあまとかみ　　 
       らん旅ゆく我を
　問題の箇所は「すずき釣る」でも「すすき
散る」でもなく、「いざりする」と記されて
いる。これは、先に掲げたように『万葉集』
の一本に採用されたことばであり、「いざり」
とは「魚介をとること」という意味である。
　『万葉集』の本文についての理解はともあ
れ、連歌の実作において、宗祇は「すずき釣
る」と「すすき散る」のいずれをより多く用
いたのだろうか。連歌大観によれば、宗祇の
連歌に「すずき釣る」は見当たらず、一方、
「すすき散る」が 6 例、「すすき散り」が 2 例、
数えられる。
・老葉
　　　すすきちる夜の風のさびしさ
　　きりぎりすかたぶく月に声ふけて
・下草
  　　  あらしの露に月なまたれそ　　　　　
　    薄ちる野は夕かげのをぐら山　　　
　老葉の句は、先に掲げた土御門院御百首の
歌をふまえたものかと思われる。宗祇は、や
や即物的な「すずき釣る」に対して、「すす
き散る」という表現、すなわち、秋の月夜に
薄の穂が風に舞い散る幻想的な風景と表現の
方を、より好んだものと考えられるのではあ
るまいか。和歌と連歌の違いという問題もあ
ろうが、少々踏み込んでいえば、宗祇は、従
来の「すずき釣る」を優位とみる万葉的な和
歌観に、異議を唱えようとしたとみることが
できるかも知れない。
　『万葉集』の「鱸 ( すずき ) 釣る」という
表現を縦軸に、宗祇を横軸にして、中世の和
歌観や連歌観について考えてみた。「薄 ( す
すき ) 散る」という表現の生じた背景につい
ては難解な点も多く、ここではあえて問わな
かったけれども、重要なのは、どちらが『万
葉集』の本文として正しいかということでは
なくて、いずれも歌語として成立し定着して
いたという史実であろう。さらには、中世の
歌人や連歌師がどのような表現を自らの文学
作品に採用したか、そこにはことばに対する
彼らの選択眼、より広くは文学観といったも
のが垣間見られるであろう。宗祇が「鱸 ( す
ずき ) 釣る」よりも「薄 ( すすき ) 散る」を
選択したとみなされることは、中世の和歌史、
文学史に一種の屈折がもたらされたことを示
唆するものとも考えられる。
　
